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中国主要遺跡

ガイド

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
の
石
窟
寺
院

現
在
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
南
部
(
漢

文
資
料
に
見
え
る
狭
義
の
西
域
)
は
、
イ
ス
ラ
ム
化

以
前
、
特
に
仏
教
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

各
地
に
石
窟
寺
院
祉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
い
わ
ゆ
る
「
西
域
北
道
」
と
呼
ば
れ
る

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
北
辺
の
オ
ア
シ
ス
地
域
に

そ
れ
ら
は
集
中
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

地
域
と
ク
チ
ャ
地
域
と
を
取
り
上
げ
る
。

【
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
石
窟
寺
院
】

V
ペ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟

カ
ラ
ホ

1
ジ
ャ
北
方
ム
ル
ト
ゥ
ク
河
の
西
岸

の
絶
壁
に
造
ら
れ
た
石
窟
群
。
中
国
側
の
編
号

に
よ
れ
ば
、
現
在
六
三
ほ
ど
の
石
窟
が
確
認
さ

者

ae

、，」・ヲ

れ
、
そ
の
開
撃
は
遅
く
と
も
六
世
紀
の
麹
氏
高

'
L
V

・
A

・-』，、
昌
国
時
代
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る

石
窟
の
多
く
は
、
一

0
1
一
三
世
紀
ご
ろ
の
ウ

イ
グ
ル
仏
教
期
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
石
窟

と
は
い
っ
て
も
、
す
べ
て
が
岩
壁
に
う
が
た
れ

た
洞
窟
で
は
な
く
、
断
崖
の
中
腹
部
に
で
き
て

い
る
平
台
上
に
日
干
し
レ
ン
ガ
を
積
み
重
ね
て

造
ら
れ
た
建
物
も
多
い
。
ベ
ゼ
ク
リ
ク
(
柏
孜
克

里
克
)
と
は
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
で
「
装
飾
の
あ

る
所
」
と
か
「
壁
画
の
あ
る
所
」
と
い
う
意
味

を
も
つ
が
、
そ
の
名
の
通
り
、
元
来
は
壮
麗
な

壁
画
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
壁
画
の
テ
l
マ
の
中

で
も
特
徴
的
な
の
は
、
「
誓
願
図
」
の
存
在
で
あ

ろ
う
。
「
誓
願
図
」
と
は
、
仏
陀
が
そ
の
前
生
に

お
い
て
、
過
去
仏
に
供
養
も
し
く
は
そ
の
仏
の

も
と
に
出
家
学
道
し
て
、
仏
と
な
ろ
う
と
い
う

誓
願
を
発
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

「
誓
願
図
」
に
付
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
銘

文
の
出
典
は
、
明
ら
か
に
小
乗
的
傾
向
の
強
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、

ウ
イ
グ
ル
仏
教
が
そ
の
初
期
に
お
い
て
小
乗
系

の
説
一
切
有
部
の
大
き
な
影
響
を
蒙
っ
た
と
指
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城
日

¥

f

故

ノ
ン

f

一フミ

党若

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。
ま
た

最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
九
ー
一

O
世
紀
に
は
、

マ
ニ
教
を
国
教
と
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
族
の
西

遷
に
伴
い
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
に
マ
ニ
教
寺
院

の
石
窟
が
閉
塞
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
一

O
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
は
マ
ニ
教
に
対
す
る
信
何

は
、
一
一
世
紀
に
な
る
と
衰
退
し
て
い
っ
た
と

さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
仏
教
と
マ
ニ
教
と

の
並
存
状
況
が
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
だ
け
で
な
く
、



ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
に
は
、
セ
ン
ギ
ム
日
ア
グ

ズ
(
勝
金
口
)
石
窟
や
ト
ユ
ク
石
窟
な
ど
に
も
マ

ニ
教
窟
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
後
の
本
格
的
な
調
査
が
望
ま
れ
る
。

【
ク
チ
ャ
の
石
窟
寺
院
〕

V
キ
ジ
ル
石
窟

亀
弦
(
ク
チ
ヤ
)
の
ム
ザ
ル
ト
河
北
岸
の
断
崖

に
造
ら
れ
た
石
窟
群
。
中
国
側
の
編
号
に
よ
れ

ば
、
現
在
二
三
六
窟
を
数
え
、
そ
れ
ら
を
四
つ

の
区
域
(
谷
西
・
谷
内
・
谷
東
・
後
山
区
)
に
分
類

し
て
い
る
。
石
窟
は
、
僧
の
住
居
や
禅
定
な
ど

の
場
と
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
壁
画
や
塑
像
で

ベゼクリク石窟

飾
ら
れ
た
嗣
堂
窟
が
目
立
つ
。
石
窟
が
盛
ん
に

き

じ

開
撃
さ
れ
た
六

1
七
世
紀
当
時
、
亀
蛮
(
ク
チ

ヤ
)
国
に
お
い
て
は
、
同
時
期
の
漢
人
が
支
配
す

る
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
と
は
異
な
り
、
説
一
切

有
部
系
の
小
乗
仏
教
が
隆
盛
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
反
映
し
て
か
、
弥
勅
菩
薩

像
が
浬
般
市
像
と
セ
ッ
ト
で
表
現
さ
れ
る
窟
が
少

な
く
な
い
。

V
ク
ム
卜
ラ
石
窟

ム
ザ
ル
ト
河
に
臨
み
、
現
在
、
南
部
の
谷
口

区
(
三
二
窟
)
と
北
部
の
窟
群
区
(
八

O
窟
)
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。
雀
忽
山
(
チ
ヨ
ル
・
タ
1

ク
)
を

挟
ん
で
北
に
キ
ジ
ル
石
窟
、
南
に
近
接
し
て
ド

ウ
ル
ド
ゥ
ル

1
ア
ク
ル
(
阿
審
理
或
)
寺
社
が
あ

る
。
石
窟
構
造
や
壁
画
様
式
は
、
キ
ジ
ル
石
窟

と
密
接
な
繋
が
り
を
示
す
が
、
な
か
に
は
大
乗

経
典
に
基
づ
く
大
き
な
経
変
図
も
あ
り
、
盛
唐

美
術
の
顕
著
な
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ク
チ
ャ
周
辺
の
石
窟
の
年
代
分
類
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
有
力
で
あ
っ
た
の
は
、
全
体
を

三
期
に
わ
け
る
説
で
あ
る
。
第
一
期
(
第
一
様

式
)
は
五

O
O年
前
後
、
第
二
期
(
第
二
様
式
)

は
七
世
紀
(
さ
ら
に
こ
の
中
を
三
つ
に
区
分
)
、
第

三
期
(
第
三
様
式
)
は
八
世
紀
ご
ろ
と
さ
れ
る
。

第
一
・
二
期
は
、
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
の
西
方
様

式
の
影
響
が
顕
著
な
の
に
対
し
て
、
第
三
期
は

唐
の
影
響
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ク
ム
ト
ラ

石
窟
は
こ
の
最
後
の
第
三
期
に
属
す
も
の
が
少

な
く
な
く
、
八
世
紀
以
降
、
唐
が
当
地
の
軍
事

支
配
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
文
化
の
影

響
力
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
荒
川
正
晴
)
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avロ
〉
吋
〉

【
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
】

所
在
地
:
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
吐
魯
番
地
区
・

吐
魯
番
市
の
東
北
約
五
0
キ
ロ

μ

時
代
:
:
:
六
世
紀
前
後
?
i
一
三
世
紀
頃

参
観
:
:
可

{
キ
ジ
ル
石
窟
】

所
在
地
:
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
拝
城
県
・
キ
ジ

ル
鎮
の
東
南
七
キ
ロ
灯

時
代
・
:
主
な
石
窟
は
、
?
(
一
説
に
は
三
世
紀
ご

ろ
)
1七
・
八
世
紀
頃
?

参
観
・
・
:
:
可

【
ク
ム
ト
ラ
石
窟
】

所
在
地
;
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
庫
車
県
の
西
南

約
三
0
キ
ロ
灯

時
代
・
・
:
:
主
な
石
窟
は
、
?
(
キ
ジ
ル
よ
り
遅
れ
て
開

撃
か
)
1
二
世
紀
頃
?

参観・-----可
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